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住 民 の 緑 奪 識 を 用 い て 緑 を 評 価 す る 鳩 合 、   歴 史 的 、   文 化 的 、   社 会 的 環

境 条 件 を 異 に す る 地 域 に お い て 性 住 民 の 意 職 は も ち ろ ん 、   モ の 地 域 の 中

に 存 在 す る 緑 の 量 的 、   質 的 、   空 間 的 分 布 状 況 は 婁 な る こ と が 予 想 さ れ

住 民 の 緑 に 対 す る 満 足 感 へ 及 ぽ す 影 響 も 異 な る と 考 え ら れ る 。

本 研 究 は こ の よ う な 背 景 か ら 日 本 の 札 幌 市 と I国 の 大 邱 市 の 都 市 居 住

者 の 緑 意 繊 、   特 に 緑 計 画 の べ ー ス と な る 評 価 に 開 す る 意 俄 を 明 ら か に し

同 時 に 、   比 較 を 通 じ て 両 国 に お け る 独 自 性 や 普 遍 性 を 明 ら か に し よ う と

す る も の で あ る 。   以 下 、   本 研 究 で 得 ら れ た 主 な 結 果 を 要 約 す る 。

1） 第 1章 、   第 2章 で 擦 こ の 研 究 の 目 的 と 意 義 、   本 研 究 で 行 っ た ア ン

ケ ― ト 覊 主 の 概 要 な ど を 整 理 し た 。

2） 緑 聞 連 用 梧 の 連 想 反 応 に よ る 囂 嚥 の 分 析 （ 第 3章 ）

両 市 共 に 「 緑 」   「 緑 地 」 に 対 し て は 「 米 、   樹 木 」 な ど の 植 物 を 中 心 と

し て イ メ ー ジ さ れ て い る が 、   輯 国 で は 「 緑 ： Pureru■ 」 が 十 分 に 住 民 の 共

通 酪 囃 と し て 定 着 し て い る と は い え な ぃ と 考 え ら れ た 。   ま た 、   「 公 圃 」

に 対 し て 、   大 邱 市 で は 大 公 画 を 、   札 幌 市 で は 児 童 公 圃 を イ メ ー ジ し て お

り 、   両 市 の 公 園 の 整 傭 状 況 の 相 違 が 反 映 し て い る と 推 察 さ れ た 。   ま た

韓 国 と 日 本 で の 専 門 用 語 と し て の 緑 地 と 両 市 の 住 民 に イ メ ― ジ さ れ る 緑

地 と は 相 違 が み ら れ 、   住 民 の イ メ ー ジ で は 緑 被 地 に 類 似 し て い た 。

3） 緑 に 対 す る 住 民 の 意 繊 〔 第 4章 ）

住 民 の 緑 に 対 す る 濺 能 の 認 知 で は 、   大 邱 市 で は 「 都 市 美 観 」 、   札 幌 市

で は 「 自 然 睦 」 に 関 す る 比 率 が 高 く 、   ま た 両 市 住 民 の 緑 整 備 志 向 を み る

と 、   大 邱 市 で は 公 園 と 共 に 都 市 緑 化 に 対 す る 要 望 が 高 く 、   札 幌 市 で は 自
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然 の 保 全 に 閲 す る 項 目 が よ り 多 く な っ て い た ．   ま た

緑 地 Jが 社 会 的 関 心 領 域 の 一 部 で あ る が 、   国 の 政 策

く 、   同 じ 杜 会 的 関 心 領 域 で あ り な が ら

い た 札 幌 市 と は や や 異 な っ て い た 。   ま た

い 関 心 を も っ て い る が

が 明 か で あ っ た 。   ま た

大邱市では「公圃
政治との関連が強

環境問題と強く結び付けられて
    大邱市では一部特定な人が高

一般の多くの人の関心度は札幌市より低いこと
両市の緑の満足度に関する属性の影響は両市共

に 居 住 地 区 が 最 も 強 い が 、   こ の 要 因 以 外 に も 大 邱 市 で は 庇 の 所 有 面 積 、

札 幌 市 で は 年 齢 、   職 業 、   世 帯 収 入 、   廱 の 所 有 面 積 が や や 強 く な っ て い た 。

4）緑満足度における緑の穐類別影響（第5章）
大邱市での鯛査結果から緑の露知度では「居住地区」の影響がかなり

強く

るが

緑 の 満 足 度 に は 「 庇 の 緑 」   「 公 園 の 緑 」 の 孫 知 が 強 く 影 響 し て い

庇 の 有 無 に よ る 違 い も 大 き く 、   現 状 の 緑 の 環 境 が 緑 の 露 知 度 や 満

足 度 に 強 く 影 響 し て い る と 考 え ら れ た 。   ま た 、   札 幌 市 の 結 粟 と 比 較 し て

み る と 、   ほ ば 類 似 し て い た 。   さ ら に 、   太 邱 市 で は 住 民 が 直 接 求 め て い る

緑 は 「 庇 の 緑 」 が 最 も 多 く 、   続 い て 「 公 圃 の 緑 」   「 山

実 験 計 画 法 に よ る 緑 の 評 価 に ほ 、   「 街 路 樹 の 有 無 」

丘陵の緑」であ
「庇の有無」の

影 響 が 強 い な ど 、   「 庇 の 緑 Jが か な り 強 く 影 響 し て い る と 考 え ら れ た 。

こ の 実 験 計 画 法 で の 「 街 路 樹 の 有 無 Jの 影 響 は 「 理 念 上 Jと 「 現 実 上 」

の違いによるものと考えられた。  また、  実験計画法による緑の評価の内

公圃や山に対しては距離の影響が強くみられ、  その利用性が評価に強く

影響していた。

    5）緑の評価における身近な緑（第6章）

札 幌 市 で の 翻 壷 結 乗 か ら み る と 、   身 近 な 緑 と し て 産 （ 自 宅 ・ 他 家 の 庇 ）

は調査地区に関係なく想起されていたが、  全体としては公圃や自然の緑
の想冠串が高くなっていた。  身近な緑と，して想起される公圃までの距離

は、  小規棋公圃の壜合は150mまで、  大規摸公面ではlOOOmまで

が 強 い 影 響 園 と み ら れ た 。   ま た 、   身 近 な 緑 と し て 想 起 さ れ る か 否 か は

距 離 の み で な く 、   利 用 度 、   弼 知 度 に も 大 き く 影 響 さ れ る と 考 え ら れ る 。

6） 住 宅 地 街 路 景 観 構 成及 び 緑 の 評 価 （ 第 7章 ）
大邱市と札幌市における住宅地の街路景観構成の比較では

札 幌 市 よ り 塀 の 比 率 が 襾 く 、   空 、   自 然 要 素 （ 緑 ） の 比 率 が 低 い 。

大 邱 市 は

    また、

緑 の 満 足 率 と 全 緑 視 率 と の 関 係 で は 札 幌 市 に お い て は 明 確 な 対 応 関 係 が

みられたが
おいて性、

大 邱 市 で は み ら れ な か っ た 。   一 方 、   写 真 に ょ る 景 観 評 価 に

韓 園 人 学 生 と 日 本 人 学 生 の raに 多 く の 尺 度 で 有 意 差 が み ら れ
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韓 園 人 学 生 同 士 で は 有 意 差 の あ る 尺 度 が 少 な か っ た 。   特 に 、   両 国 の 学 生

の 間 で 「 清 潔 な 」   「 個 性 的 な 」   「 古 風 的 な 」 の イ メ ― ジ に は 大 き な 相 違

が み ら れ る と と も に 、   景 観 の 好 み に 閏 し て は 他 国 の 景 観 に 対 し て 相 対 的

に 高 く 評 価 し て い る こ と が わ か っ た 。   し か し 、   街 路 景 観 評 価 に お け る 緑

の 役 割 は 両 国 共 に 童 要 な 因 子 で あ る こ と が 明 ら か に な り 、   そ の 靜 価 構 造

は グ ル ー プ 聞 の 相 違 が 少 な く 、   r整 然 性 J、   「 活 動 性 Jと 「 魅 力 性 」 あ

る い は 「 自 然 性 」 に よ っ て 構 成 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。

7〕 居 住 地 に お け る 住 宅 庭 の 構 成 と 住 民 意 熾 （ 第 8章 ）

大 邱 市 で の 翻 査 結 果 か ら 、   住 宅 敷 地 内 に 樹 木 を 存 在 さ せ る た め に は 敷

地 面 積 が 最 低 15t耐 必 要 で 、   201耐 以 上 が 望 ま し く 、   非 建 築 面 積 8

1耐 以 上 が 必 要 で あ り 、   日 本 の 都 市 に お け る 瀰 主 結 果 と ほ ば 類 似 し て い

た 。   し か し 、   同 一 敷 地 面 積 内 に 存 在 す る 樹 木 散 は 、   札 幌 市 や 他 の 日 本 の

都 市 よ り 大 邱 市 で か な り 少 な ぃ こ と が わ か っ た 。   ま た 、   大 邱 市 で の 彌 査

結 果 か ら 、   住 民 が 希 望 し て い る 「 庇 」 の 面 積 は 61耐 以 上 と 考 え ら れ ｀

こ の 面 積 は 札 幌 市 で の 弼 査 結 果 よ り か な り 狭 い 。   ま た 、   庇 に 対 す る 満 足

度 、   マ ダ ン を 必 要 と す る 理 由 、   希 望 す る 庇 面 積 な ど に 対 し て は 、   学 歴

住 宅 所 有 関 係 、   敷 地 面 積 な ど 比 較 的 多 く の 項 目 が 影 譽 し て い た 。

8） 総 合 考 察 （ 第 9章 〕

緑 に 対 す る 意 臓 を 全 体 と し て み る と 、   都 市 化 さ れ た 環 境 や 生 活 様 式 を

背 景 に し て 両 国 に 共 通 し た 部 分 が 多 い 、 が 、   一 部 で 拮 都 市 化 の 進 展 、   経 済

的 背 景 の 違 い や 歴 史 的 ．   文 化 的 な 違 い が 影 響 し て い る と 考 え ら れ る 。   例

えぱ、  経済的発展や都市化が先行したヨ本では緑に対する闇心度がより
高いこと、  さらに韓国では緑の利用性に対する要望が強いが、  日本では

利 用 性 と 共 に 緑 と の 触 れ あ ぃ の よ う な 自 然 特 性 に 対 す る 要 望 も 強 い こ と

な ど で あ る 。   こ れ ら の 違 い が 緑 の 満 足 度 や 種 類 別 緑 の 評 価 に も 影 響 し て

い る と 考 え ら れ た 。   ま た 、   居 住 地 の 緑 環 境 評 価 の 指 標 と し て の 緑 視 率 の

適 用 に ぬ 、   街 路 の 緑 視 串 を 形 成 す る 緑 の 種 類 、   住 宅 敷 地 の 構 造 的 な 相 違

など、  文化的な背景が影響し、  韓国ではそのまま用いることは困難と推
寮された。

ま た 、   今 後 の 韓 圏 に お け る 居 住 地 の 緑 計 画 に 閲 し て 、   既 存 の 制 度 と 住

民 意 臓 を 考 慮 し つ つ 、   住 宅 敷 地 内 の 私 的 な 緑 、   公 田 、   街 路 樹 な ど の 公 的

な 緑 、   さ ら に 住 宅 地 の 街 路 景 観 の 改 善 に 関 す る 提 案 を 行 っ た 。
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学 位 論 文 審 査 の 要 旨
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富士夫
昭一郎

  住民の緑意識を用いて緑を評価する場合、歴史的、文化的、社会的環境
条件を異にする地域においてはその地域の中に存在する緑の量的、質的、
空間的分布状況が異なること埴もちろん、住民の意織も異なり、その意識
は 住 民 の 緑 に 対 す る 満 足 感 へ も 影 響 す る と 考 え ら れ る 。
  本論文Iまこのような背景から札幌市と大邱市の都市居住者の緑意識、特
に緑計画のべースとなる評価に関する意識を明らかにし、同時に、比較を
通じて両国における独自性や普遍性を明らかにしようとして行われた。第
1章、第2竃ではこの研究の目的と意義、本研究で行ったアンケート調査
の概要などを整理し、第3章から第8章までは結果と考察、第9章は総合
考察である。主要な結果は以下の如くである。
  1）綜関連用語の連想反応による意味の分析（第3章）：「緑」「緑地
」に対して怯「木、樹木」など、植物を中心としてイメ―ジされ、両市は
類似しているが、「緑：Purerum」に関しては、韓園では十分に住民の
共通意識として定着しておらず、「公園」に関しても、両市の公園整備状
況の相違が反映していると推察された。
  2）緑に対する住民の意識（第4章）：緑の機能に対しては、大邱市で
は「都市美観」、札幌市で「自然性」に関する認知の比率が高く、緑整備
志向にっいては、大邱市で公園や都市緑化、札幌市で自然の保全に関する
項目がより多くなっていた。また、大邱市では一部特定な人を除くと、一
般の多くの人の緑への関心度は札幌市より低いことが明らかであった。
    3）緑満足度における緑の種類別影響（第5章）；両市における緑の認
知度では「居住地区」の影響がかなり強く、緑の満足度には「庭の緑」「
公園の緑」の認知が強く影響し、庭の有無による違いも大きく、現状の緑
の環境が緑の認知度や満足度に強く影響していると考えられた。さらに、
大邱市では住民が直接求めている緑の種類を明らかにすると同時に、実験
計画法による緑の評価を行い、現状では必ずしも顕在化していなぃ「街路
樹」への要求が「理念上」ではかなり強く求められていることを示した。
また、公園や山にっいて性、その利用性が評価に強く影響することを明ら
かにした。
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  4）緑の評価における身近な緑（第6章）；札幌市での調査結果からみ
ると、身近な緑としては庭、公園、自然の縁の想起率が高く、公園の影響
圏 は小規 模公 園の 場合は 150m、大 規模 公園では1000mと推察され
た。
  5〕住宅地の街路景観構成および緑の評価（第7章）：両市における住
宅地の街路景観構成要素をみると、大邱市では札幌市より塀の比率が高く
、空、自然要素（緑）の比率が低い。また、緑に満足する比率と全縁視率
との関係では、札幌市においては明確な対応関係がみられたが、大邱市で
はみられなかった。一方、写真による景観評価においては、韓国人学生と
日本人学生の間に多くの尺度で有意差がみられ、文化によって差が生じる
ことを示唆した。しかし、街路景観評価における緑の役割は両市共に重要
な因子であることが明らかであり、その評価構造にはグル―プ問の相違が
少なく、「整然性」、  「活動性」と「魅力性」あるいは「自然性」によっ
て構成されていると考えられた。
  6）居住地における住宅庭の構成と住民意識（第8章）：太邱市での調
査結果から、住宅敷地内に樹木を存在させるためには敷地面積が最低15
Oボ必要で、200耐以上が望ましく、また、非建築面積80m以上が必
要であると推定され、日本の都市における調査結果とほぽ類似していた。
しかし、大邱市での調査結果から、住民が希望している「庭」の面積は6
O耐以 上と 考えら れた が、 この 面積は 札幌市に比べかなり狭い。
    7）総合考察（第9章）：緑に対する意識を全体としてみると、都市化
された環境や生活様式を背景にして両国共に共通した部分が多いが、一部
で拮都市化の進展、経済的背景の違いや歴史的、文化的な連いが影響して
いると考えられる。例えば、経済的発展や都市化が先行した日本では緑に
対する関心度がより高いこと、さらに韓国では緑の利用性に対する要望が
強いが、日本では利用性と共に緑との触れあいのような自然特性に対する
要望も強いことなどである。これらの連いが緑の満足度や種類別緑の評価
にも影響していると考えられた。また、今後の韓国における居住地の緑計
画に関して、既存の制度と住民意識を考慮しっつ、住宅敷地内の私的な緑
、公園、街路樹などの公的な緑、さらに住宅地の街路景観の改善に関する
提案を行った′。また、居住地の緑環境評価の指標としての縁視率の適用に
際しては、街路の緑視率を構成する緑の種類、住宅敷地の構造的な相違な
ど、文化的な背景を考慮すべきである。
  本論文H都市住民の緑に関する意識を日韓の比較を通じて多面的に分析
し、緑地計画に極めて有効な知見を与えるものであり、さらに大学院課程
における研鑽や取得単位から、審査員一同は、申請者が博士（覊境科掌）の学位を
受けるにふさわしい資格を有するものと判断した。
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